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～社長の一言～ 

２月２５～２６日と古民家再生協会の全国大会

がありました。持続可能な循環 

型の建築を前向きに進めている 

人ばかりで、とてもよい勉強に 

なりました。 
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こんにちはー！ お元気ですか？ 

私はめずらしく風邪と膀胱炎とでダウンしてしまったんですよ。健康のありがたみ

を痛感させられました。みなさまも体調管理には十分お気を付け下さいね。 
 

 今日、ニュースを見てて、あきれてしまいました。 

「国公立大学の２次試験の前期日程が２５日、全国で始まった。仙台駅では東北

大学に向かう臨時バスに受験生といっしょに乗る父母が増え、そのあおりで乗り

切れない受験生が続出。東北大は試験開始を３０分遅らせた。」 

私には考えられない。たとえ、女子であっても親が同行するなんて甘やかしすぎ

だと思う。私は受験の時（３０年も昔の話ですが）、親から『目と耳と口があれば大

丈夫や。わからんかったら駅員さんに聞きね。』と見送られました。 

もちろん、子どもの入試にもついて行ったことはありません。 

親の役目は、“子どもの自立をさせること”、ひいては“世の中の役に立つ社会

人にすること”だと思っています。その手段が大学受験であって、いい大学に合格

させることが目的ではないんですよねー。 

いまに、就職しても会社についてくる親が続出するかも・・・ 
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２月２２日、「木の住まい教室」第４回目を

開催しました。 

今回は、シックハウス症候群の話やホルムア

ルデヒドのこと。また、建築基準法の流れな

ど専門的なこともお話させていただきまし

た。 

４月に初めてのお子さんが生まれるという

方がいらしてて、真剣にメモをとってまし

た。やっぱり気になりますよね。 

これからも、本当のことをお伝えしていきた

いと思っております。 

次回３月は２２日(土)13：30～15：00 

場所は中小企業産業大学校(産業会館裏) 

です。きっとお役にたちますよ！ 

ぜひ、お越しくださいませ。 

 

 

 

 

≪真壁≫とは構造体の柱が表面に出ている工法で

す。以前の和室は、この工法が主でした。 

ここ最近は、≪大壁≫といって、柱の上から、合板

やボードを張り、柱が見えない工法がほとんどです。 

どちらにも一長一短あって、真壁は柱が見えるので、

柱自体の調湿作用や、またメンテナンスが容易です。 

大壁は、断熱効果は期待できますが、柱がかくれる

だけに腐りやカビに気づかないという欠点がありま

す。 

 

≪解体現場≫ 福井市 

ブルーのネットがかかってい

るお宅を解体しました。 

ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ「リフォームフェア」 

3 月 21 日(金)･22 日(土) 

10：00～17:00 

夕飯の準備をしなが

ら、お子さんの学校

の話を聞くのが楽し

くなるキッチン♪ 

２日間、西島が会場におります
ので、ぜひ遊びにいらしてくださ
いね！メロンパンもあります^^v 

 


